
おはなし会（会場：中央館）       ０～２歳くらい（11:00～）            ３歳くらいから（14:00～） 

休館日       中央館  犀川・勝山館  ●全館

 

 

※開館日やイベントなどは、新型コロナウイルスの流行状況により、変更・中止となる場合があります。 

  最新の情報はホームページをご確認ください。 
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みやこ町図書館だより 

ふくろうの森通信 （発行：２０２１年８月１日 第 10４号） 

       

       

８月号 

■『無垢の傷痕』 麻見和史(著) 双葉社 ■『うらんぼ

んの夜』 川瀬七緒(著) 朝日新聞出版 ■『宗棍』 今

野敏(著) 集英社 ■『雨の日は、一回休み』 坂井希久

子(著) PHP 研究所 ■『琥珀の夏』 辻村深月(著) 文

藝春秋 ■『雨夜の星たち』 寺地はるな(著) 徳間書店 

■『還らざる聖域』 樋口明雄(著) 角川春樹事務所  ■

『星影さやかに』 古内一絵(著) 文藝春秋 ■『まりも

日記』 真梨幸子(著) 講談社 ■『大きなさよなら』 吉

本ばなな(著) 幻冬舎  

  

 

 

 

 

 

 

  

■『読書大全』 堀内勉(著) 日経 BP ■『明治の説

得王・末松謙澄』 山口謡司(著) 集英社インターナシ

ョナル ■『大人が行きたいうまい店北九州』 エフ

エム福岡 ■『日本を寿ぐ』 ドナルド・キーン(著) 

新潮社 ■『なんでも自分で修理する本』 片桐雅量

(著) 宝島社 ■『ハツ江おばあちゃんのおうち和食

100 レシピ』 高木ハツ江(著) NHK 出版 ■『もっ

と知りたい川瀬巴水と新版画』 滝沢恭司(著)  東京

美術 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

《小説》 《その他》 

9/18は“もこもこ”の

おはなし会です。 

中央図書館では、夏休み期間中に２つの特別展を開催中です。ぜひ、ご覧ください。 

夏休み特別展 開催中！ 

「出張博物館 古代のジュエリー『勾玉』」 

博物館が所蔵している、町内の遺跡から出土し

た勾玉や管玉、ピアスなどを展示しています。 

～8/25（水）まで 

『筑豊の野鳥四季模様』 

日本野鳥の会筑豊支部の皆さんが、

写真と俳句の展示を行っています。 

～8/12（木）まで 

新刊案内

★ギャラリー ★展示ケース 

耳環（ピアス） 
管玉 

勾玉 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

休館日      中央館：毎週火曜日    犀川・勝山館：毎週月曜日   全館：毎月最終木曜日 

開館時間    全館 10:00～18:00   

みやこ町中央図書館 ☎33-1040   みやこ町犀川図書館 ☎42-3330   みやこ町勝山図書館 ☎32-3455 

 

 

図書館員おすすめの本 

『くらべる値段』  

おかべたかし(著) 山出高士(写真)東京書籍 (2017)  

「一見、同じモノなのに値段が全然

違うのはなぜ？」。表紙の盆栽 5千

円と 50万円の違い、かまぼこ 300

円と 3600円の違いなど、値段の不

思議をスッキリ解決します。[ま] 

『烏に単は似合わない』 

 阿部 智里(著)  文藝春秋 (2012) 

 

「八咫烏」が支配する山内で若宮

の后選びが始まる。大貴族四家か

ら集められた姫達は美貌や才能を

競う。しかし若宮不在のまま次々

と事件が起きて…。前半と後半で

印象ががらりと変わり、もう一度

読み直したくなります。 [佳] 

『うつくしが丘の不幸の家』 

 町田そのこ(著) 東京創元社 (2019) 

うつくしが丘という新興住宅に

立つ一軒家に住んでいた 5 つの

家族のエピソード。時を遡って綴

られた連作短篇集で、どの章も不

穏な始まりだが、最後は気持ちが

温かくなります。 ［つむ］ 

【編集後記】 

夏真っ盛りです。皆様、体調など

崩されていないでしょうか？ 

「どこか涼しい場所へ！」と思っ

たらぜひ図書館へいらして下さい。

本と一緒にお待ちしています。                   

【Ｍａ】 

『契約結婚はじめました。』 (全５巻) 

白川 紺子(著) 集英社(2017～2019) 

椿に囲まれた、通称『椿屋敷』。そこに

住む柊一と香澄は結婚したばかりの若

夫婦。けれど、二人は本当の夫婦ではな

くて…。「家」目線で語られる、偽装夫婦

と二人を取り巻くちょっと訳ありな

人々のお話です。       [もふ] 

『マンガでわかる世の中の「ウソ」から身を守る』 

下村 健一(著) 学研プラス(2021) 

 

 

 

 

 

今、世の中には色々な「ウソ」により、

お金や個人情報を盗まれたり、犯罪に

巻き込まれたりする事があります。こ

れらの「ウソ」から身を守る正しい情

報の接し方を身につけたいです。           

[中] 

 

『文豪たちのスペイン風邪』 

紅野 謙介(解説)金貴粉(解説)  皓星社 (2021) 

およそ 100 年前にもスペイン風邪とい

う感染症に人々は苦しみ、閉塞感を感じ

ていた。当時の文豪たちのスペイン風邪

をテーマにしたアンソロジー。読むと、

人間はいつの時代も変わらず病気に怯

え、死を恐れていたと痛感する。[和] 

やたがらす 

https://www.hanmoto.com/bd/libro-koseisha

